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飼
い
主
の
い
な
い
猫
対
策
助
成

問
　
助
成
対
象
を
町
会
な
ど
に
限

定
せ
ず
自
主
団
体
に
拡
大
し
て
は
。

答
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
町

会
と
協
働
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
対
象

で
あ
る
獣
医
師
会
協
力
病
院
の
実

績
は
６
匹
、
そ
れ
以
外
は
69
匹
だ

っ
た
。
助
成
対
象
を
獣
医
師
会
以

外
の
病
院
に
も
拡
大
し
て
は
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
の
支
援

問
　
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童

も
学
童
保
育
同
様
に
利
用
可
能
か
。

答
　
利
用
は
可
能
で
あ
る
。　

問
　
集
団
保
育
の
次
善
策
で
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
乳
幼
児
の
居
宅

訪
問
保
育
事
業
を
展
開
し
て
は
。

答
　
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
開

地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金

問
　
国
の
交
付
金
で
特
別
区
で
は

２
５
０
０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
が
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し

た
少
子
化
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
現
在
、
活
用
は
し
て
い
な
い
。

問
　
交
付
金
を
活
用
し
、
婚
活
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
交
付
金
活
用
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
い
。

職
員
２
０
０
０
人
体
制

問
　
児
童
館
が
大
幅
に
廃
止
さ
れ

て
い
く
中
、
児
童
館
が
担
っ
て
き

た
異
世
代
交
流
、
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

答
　
新
し
く
子
育
て
支
援
の
た
め

の
拠
点
を
配
置
す
る
。

問
　
行
政
、
事
業
者
、
地
域
を
結

ぶ
福
祉
系
職
員
が
激
減
し
て
い
る
。

育
成
と
増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
情
報
の
発
信

問
　
子
育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

「
お
ひ
る
ね
」
の
改
訂
に
あ
た
り
、

区
内
で
子
育
て
を
す
る
当
事
者
た

ち
に
、
一
部
で
も
い
い
の
で
編
集

を
任
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
参
画

は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
　
中
野
区
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
は
、
商
店
街
等
の

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加

問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
障
が

い
者
対
応
の
資
格
や
ス
キ
ル
を
持

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
障
が
い
者
対
応
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
向
け
て
、
積
極
的
に
推
奨

し
て
い
き
た
い
。

問
　
当
事
者
の
声
を
聞
き
取
り
、

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
　
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

高
齢
者
お
泊
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

問
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
行

う
介
護
保
険
以
外
の
宿
泊
事
業
は
、

劣
悪
な
設
備
や
職
員
数
な
ど
基
準

を
順
守
し
な
い
所
も
あ
る
。
高
齢

者
虐
待
防
止
の
点
か
ら
も
利
用
人

数
や
実
態
を
把
握
し
改
善
し
て
は
。

答
　
実
態
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
適
正
化
に
努
め
た
い
。

始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

問
　
都
や
国
の
支
援
が
縮
小
し
て

い
く
中
、
中
野
に
避
難
中
の
被
災

者
で
、
住
宅
の
賃
借
や
住
宅
扶
助
、

就
労
支
援
等
を
必
要
と
す
る
人
が

出
て
く
る
。
継
続
支
援
は
可
能
か
。

答
　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

き
め
細
や
か
な
相
談
等
の
支
援
の

た
め
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

区
内
施
設
の
回
線
イ
ン
フ
ラ
整
備

問
　
１
０
０
メ
ガ
の
専
用
線
を
引

い
て
い
る
拠
点
数
は
。

答
　
約
１
０
０
拠
点
で
あ
る
。

問
　
専
用
線
で
は
高
額
な
月
額
費

用
が
発
生
す
る
が
、
公
衆
回
線
で

接
続
す
れ
ば
、
現
在
の
４
分
の
１

の
コ
ス
ト
で
運
用
が
可
能
で
は
。

答
　
来
年
度
の
見
直
し
時
に
、
公

衆
回
線
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

答
　
行
政
需
要
に
応
じ
た
職
員
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ

問
　
中
部
、
南
部
に
は
巨
額
の
税

金
が
投
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
以
上
箱

物
に
血
税
を
投
入
せ
ず
、
ま
ず
は

必
要
性
を
区
民
に
問
う
べ
き
で
は
。

答
　
生
活
圏
域
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

身
近
な
場
所
で
子
育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実
施
す
る
と
あ
る
が
、
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

答
　
支
援
拠
点
の
適
切
な
配
置
や

運
営
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
子
育
て
支
援
団
体
の
情
報
の

収
集
・
共
有
に
よ
り
連
携
を
図
り
、

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
す
る
と
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
　
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
活
動
状
況

を
調
査
中
で
あ
る
。

答
　
当
事
者
や
障
が
い
者
の
指
導

に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
の
声
を
聞

く
な
ど
、
障
が
い
者
に
寄
与
す
る

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

食
用
油
の
回
収

問
　
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
せ
っ
け

ん
を
回
収
拠
点
に
展
示
し
て
は
。

答
　
成
果
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

無
所
属

む
と
う
　
有
子

無
所
属

近
藤
　
さ
え
子

無
所
属

石
坂
　
わ
た
る

無
所
属

渡
辺
　
た
け
し

無
所
属

小
宮
山
　
た
か
し

「
特
別
展 

棟
方
志
功
・
な
か
の
」

が
開
催

河川大会に参加

　第53回東京河川改修促進連盟の総会
及び促進大会が、８月６日、調布市グ
リーンホールで開催されました。
　この大会は、安全で水害のない水と
緑豊かな潤いあふれる生活環境を創る
ために、河川改修の早期完遂と内水対
策の早期実現を図ることを目的として
います。
　中野区からは、議長をはじめとする
議員代表のほか、関係職員などが参加
しました。
　総会では、平成26年度事業報告や平
成27年度事業計画の議決などを行いま
した。促進大会では、国会・政府・東
京都に対して、東京全域の河川改修の
早期実施など、治水対策促進を求める
宣言や、総合的な治水事業の強力な推
進と財源の確保及び増額などを求める
決議を行いました。

　８月25日に、野方区民ホールで、西
武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟決
起大会が行われました。
　北原ともあき議長が出席し、区議会
代表として挨

あいさつ

拶を行いました。

西武新宿線踏切渋滞解消
促進期成同盟の決起大会

無
所
属

細
野
　
か
よ
こ

　青森市・中野区交流事業「特別展 棟方志功・なかの」が、10月22日から28

日、中野セントラルパークサウス内のコングレスクエア中野で開催されました。

　昨年４月の青森市と中野区の交流連携協定締結にちなみ、青森市に生まれ、

中野区で版画家の地位を確立した棟方志功の代表作「大
や ま と

和し美
うるわ

し」「二
に

菩
ぼ

薩
さつ

釈
しゃ

迦
か

十
じゅう

大
だい

弟
で

子
し

」をはじめとした諸作品が展示されました。


